
亘
華
こ
し
て
の
盛
名
を
、
恣
に
す
る
を
得
る
の
は
勿
論
’
．
・

あ
っ
て
、
翁
の
残
後
、
關
西
に
は
殆
ざ
、
博
覧
面
擦
の
家

を
響
き
、
美
東
に
は
僅
に
、
前
田
避
溢
簾
元
黒
川
春
村

早
事
二
内
野
前
羅
鑛
官
等
が
あ
っ
て
も
、
何
れ

も
到
底
翁
に
比
評
す
べ
き
で
な
い
。
加
之
臨
監
な
流
俗
を

診
は
す
し
て
、
堅
確
な
志
氣
を
以
て
熟
心
に
研
蟹
を
働
ん

だ
黙
は
、
眞
に
類
同
で
あ
っ
て
、
吾
人
學
徒
の
模
範
こ
し

て
深
く
敬
慕
を
禁
じ
得
な
い
所
で
あ
る
○
（
完
）

　覇
　蔭

大翻
諜篠

（
下
）一

　
　
　
　
　
ゑ
　
宮
後
朝
棟
ご
村
松
家
行

　
常
世
に
縫
で
伊
勢
憩
宮
に
於
け
る
南
朝
蕪
の
中
堅
仁
り

し
も
の
は
、
、
宮
後
朝
棟
及
村
松
家
行
な
り
○
『
元
徳
度
帯
磁

圖
』
に
よ
勉
ば
、
朝
棟
は
三
禰
宜
朝
親
の
子
、
家
行
は
全

　
　
　
第
二
巻
　
　
叢
　
訊
　
　
南
朝
の
憾
れ
六
る
勤
玉
家

雲
行
の
子
に
し
て
、
相
暑
い
で
外
宮
長
官
に
り
き
。
此
の

二
人
者
の
中
、
朝
棟
は
和
歌
の
名
手
ε
し
て
著
は
れ
、
其

の
作
歌
の
勅
撰
集
以
下
に
入
れ
る
も
の
少
か
ら
ず
。
殊
に

建
武
元
年
八
月
十
五
日
の
夜
、
一
族
知
友
を
自
亭
に
會
し

歌
合
の
清
遊
に
一
夕
の
獣
を
増
せ
る
は
有
名
な
る
も
の
に

し
て
、
雪
夜
の
歌
集
今
に
馨
れ
り
。
一
代
の
纒
歴
は
『
二

宮
禰
宜
轄
国
訳
第
記
』
に

　
　
一
朝
棟
　
父
上
禰
宜
朝
酒
、
件
朝
纏
佐
所
勢
、
正
和
四
年
四
月
義
輿
次

　
　
　
　
　
男
朝
長
鞭
一
剥
仁
四
年
六
月
任
【
然
得
戚
無
之
間
、
嗣
六
月
十

　
　
　
　
　
九
日
澱
飛
件
灘
勘
謝
年
盛
叉
欝
毒
肥
七
月
廿

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
タ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ジ

　
　
　
　
　
三
日
執
印
、
同
廿
八
日
殺
行
政
始
瀞
事
、
同
日
被
停
任
、
予

　
　
　
　
　
時
ご
禰
宜
家
行
執
印
、
同
八
月
や
六
日
朝
棟
蟹
補
如
元
爲
一

　　

@　
@
趨
㌍
韻
裡
犠
反
年
號
暦
慮
継
押
頴
毅
七

　
　
伊
賀
叉
曾
輔

　
　
朝
棟
　
　
　
三
脚
…
宜
朝
需
税
M
男
、
・
永
仁
四
年
六
月
任
謝
儲
宜
、
　
延
一
兀
四
年
七
月

　
　
叉
吹
上

　
　
　
　
　
甘
三
目
爲
一
輔
宜
、
同
学
八
日
政
始
榊
倉
町
行
之
、
蓑
鍋
持

　
　
　
　
　
明
舞
殿
カ
所
師
副
直
有
其
沙
汰
、
面
朝
棟
之
職
休
退
、
僧

　
　
　
　
　
　
　
　
鋸
四
號
　

一
〇
九
（
六
六
一
）



、
第
．
二
春
　
　
叢
　
観
　
　
南
窮
の
隠
れ
六
る
勤
王
家

　　

@　

@　
K
塾
墨
霧
毒
吉
野
帝
糎
副
延
元

　
　
　
　
　
　
四
年
七
月
廿
八
日
三
下
論
旨
之
間
．
同
八
月
三
臼
紳
宮
仁
君

　　

@
箸
三
瞬
、
即
祭
三
国
一
三
施
行
畢
、
同
荊
印
山
、
嫉
日
也

　
，
朝
鳶
　
　
羅
補
正
輪
旨
云
、
以
朝
棟
一
二
、
竃
元
可
爲
一
藤
里
、
可
被

　
　
曾
根
吹
上

　
　
　
　
　
　
下
知
者
、
天
氣
如
雌
、
偶
執
蓬
如
件
、
延
元
四
八
月
十
六
日
．

　　

@　

@　

ｶ
様
翻
祭
主
三
遷
政
理
三
尊
國
二
年

　
　
　
　
　
　
辟
一
日
戊
刻
出
家
畢
、
政
所
光
韓
紳
圭
也
、

　
　
　
　
　
　
講
馨
蓑
聖
、
霧
賛
國
二
年
例
日
旱
吉

　　

@　

@　

ｲ
七
＋
七
輔
瀧
灘
計
郷
戸
脹
囎
兜
僻
三
〇
蠣
盤
蘇
帥
賄
騨

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
以
上
彌
箕
次
第
）

覧
ゆ
。
其
の
執
印
延
元
四
年
蹴
認
七
月
廿
三
冒
は
、

即
ち
檜
垣
常
昌
が
長
官
を
僻
し
沈
る
日
に
し
て
、
朝
講
門

主
は
直
に
其
の
後
を
襲
ひ
て
、
長
官
に
上
れ
る
な
り
。
南

朝
の
歌
集
π
る
『
新
葉
集
』
に
は
朝
棟
の
歌
四
首
を
載
せ
或

は
衛
朝
皇
子
ご
朝
棟
の
女
こ
の
間
に
一
種
の
ロ
ー
マ
ン
ス

を
傳
ふ
Q
さ
れ
ご
南
朝
ご
朝
棟
こ
の
關
係
に
就
て
は
史
料

の
約
す
べ
き
も
の
少
く
、
翁
忌
の
委
曲
を
朋
に
せ
す
。
唯

　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
　
m
悶
　
號
　
　
　

一
　
一
〇
　
　
（
山
ハ
繭
ハ
ニ
）

朝
棟
が
常
昌
に
縫
で
、
紳
官
に
於
け
る
南
朝
堂
…
の
申
心
的

人
物
陀
り
し
こ
ご
を
推
測
し
得
べ
き
の
み
。

　
朝
棟
に
嗣
で
長
官
た
り
し
村
松
家
行
は
、
當
時
憩
宮
第

鳳
の
卜
者
に
し
て
、
其
の
所
報
『
類
聚
憩
砥
本
源
』
十
五
窓

『
瑚
姪
乱
打
』
二
省
、
『
斯
道
簡
要
』
一
巷
、
『
沸
祇
秘
抄
白
等
’
の

り
、
所
謂
度
會
島
町
の
組
織
は
此
の
入
の
カ
に
よ
る
こ
ご

最
も
多
し
。
随
て
此
の
人
ご
北
畠
親
房
公
こ
の
學
説
上
の

關
係
は
、
南
朝
勤
王
更
上
塗
も
重
要
な
る
も
の
な
り
ご
錐

之
は
次
章
に
護
り
、
「
禰
宜
縛
補
次
第
記
」
に
よ
り
て
其
の

官
歴
を
辿
れ
ば
左
の
如
し
ゆ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・

　　

L
撃
茎
畜
・
莞
四
亀
卯
青
芙
日
霧
皐
但

　
　
　
　
　
朝
棟
申
披
子
細
、
潭
補
之
間
、
翌
翌
如
元
。
駕
二
瀦
宜
、
宮
務

　
　
　
　
　
十
六
日
工
、

鶏
從
　
薪
宜
有
舅
・
壽
年
三
・
深
壕
縢
鰐
辟

　　

@　

@
八
退
隠
径
饗
、
雪
踏
顯
建
糧
九
月
青

　
　
　
　
　
大
雨
降
、
政
始
肇
被
行
之
・
周
三
年
二
月
廿
百
輿
利
＝
百

　
　
　
　
　
厨
被
行
田
、
廿
一
臼
政
所
光
韓
騨
生
勤
之
、
廿
二
B
母
頁
勤
之
、



．

　
　
　
　
　
廿
三
日
鐙
二
本
日
勤
之
、
各
以
代
饒
進
之
、
殿
内
御
沙
汰
也
，

　
　
　
　
　
員
籔
不
同
、

　
　
　
　
　
彼
三
韓
、
康
翠
二
年
癸
未
政
所
光
轄
三
主
、
出
納
所
幽
思
榊
主

　
　
　
　
　
舞
霧
時
御
勅
纂
姦
三
曹
塑
、
欝
漿
二
麟

　
　
　
　
　
三
月
十
三
B
初
謬

　
　
　
　
　
別
記
．
ご
爾
京
家
行
、
就
職
蘇
袴
田
野
俵
小
河
關
所
事
、
俵
蓮

　
　
　
　
　
勅
之
科
、
就
拗
修
守
大
納
野
臥
顯
御
新
詔
、
被
解
却
家
行
淋
職

　　

@　
@俺
剽
?
御
壁
騨
略
雑
筆
縫
鮪
鮪
㌔

　
　
　
　
　
令
退
巾
…
［
里
畢
、
加
沈
俵
無
瀬
浪
岡
中
濱
西
河
事
、
就
三
燦
帥
大

　
　
　
　
　
納
紫
ロ
・
公
秀
御
訴
一
詔
、
佑
皿
石
勅
之
無
阿
、
被
解
却
一
薦
…
宜
家
行
研
引
職

　　

@　

@
畢
、
貞
和
五
年
巳
丑
＋
一
月
廿
三
B
院
宜
同
日
繋
譜
網
施
行

　
　
　
　
　
同
廿
四
二
官
施
行
匡
蓮
同
＋
二
月
廿
七
日
祭
主
親
颪
施
行
・

　
　
　
　
　
冷
却
八
日
大
宮
司
忠
緒
召
状
在
之
、
帯
側
行

　
家
行
客
主
の
解
官
が
伊
蘇
袴
田
野
依
小
河
酒
所
及
び
黒

瀬
、
池
田
、
中
濱
、
西
河
の
事
に
画
す
る
違
勅
の
罪
な
り

し
は
、
以
上
『
轄
補
次
第
記
』
の
文
に
よ
り
て
明
な
る
が
、

其
の
伊
蘇
、
野
依
勤
評
難
細
動
嘱
は
家
行
長
官
の

居
住
地
村
松
囎
横
糟
騰
翔
（
『
園
櫨
閑
談
』
に
「
度
庭
苔
行
長

　
　
　
第
二
借
　
叢
説
　
南
朝
の
隠
れ
乳
る
勤
尤
家

電
、
村
松
二
居
住
ス
ル
唱
題
ラ
村
松
長
官
ト
穣
…
ス
、
其
家

絶
タ
ヲ
、
今
村
松
二
其
趾
ナ
リ
ト
傳
ヘ
テ
、
畠
ノ
中
二
少

シ
石
芋
ア
リ
」
ご
見
ぬ
陀
り
）
ご
接
壌
の
地
な
れ
ば
、
或

は
所
領
等
の
讃
論
に
依
れ
る
に
非
ざ
る
か
。
貞
和
五
年
は

南
朝
の
正
李
四
年
柔
し
て
、
彼
れ
の
先
輩
π
る
宮
後
朝
棟

は
、
之
よ
り
前
八
年
に
燃
せ
り
Q
殊
に
此
の
前
年
に
は
楠

木
正
行
四
條
畷
に
戦
死
し
て
、
南
朝
の
肚
穫
漸
く
危
か
ら

ん
こ
せ
る
斜
な
れ
ば
、
有
力
な
る
北
朝
側
の
塵
迫
が
綾
か

に
痩
存
せ
る
南
朝
蕪
の
首
領
家
行
の
身
邊
に
集
中
せ
る
こ

ご
は
想
像
に
鯨
b
あ
る
べ
し
。
吾
人
は
家
行
長
官
解
官
の

原
因
を
以
て
、
甫
北
両
勢
力
の
消
長
に
回
せ
ん
ご
欲
す
る

も
の
な
り
。
但
其
の
波
年
は
朋
な
ら
す
。
左
に
朝
棟
、
家

行
二
沸
主
が
作
歌
の
こ
三
を
抄
出
し
て
、
其
の
詞
藻
の
一

端
を
偲
ば
ん
。

　
　
績
＋
載
十
七
難
中

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
度
會
朝
棟

　
行
く
山
木
の
名
を
・
・
一
そ
田
勘
へ
常
日
駒
草
か
キ
・
お
く
跡
り
く
ち
ぬ
紹
狽
み
に
．

　
　
鼠
雅
＋
様
癌
砥

　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
　
四
　
號
　
　
　
　
一
　
一
　
一
　
　
（
山
ハ
山
ハ
ご
一
）



　
　
第
二
巻
　
　
叢
　
説
　
　
南
朝
の
謄
れ
れ
ろ
勤
王
家

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
同

か
六
そ
ぎ
の
千
水
は
内
外
に
憂
れ
こ
も
馨
ほ
同
じ
い
ぜ
の
か
み
風

　
新
串
載
十
六
雑
上

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
同

見
る
ま
・
に
．
漫
の
う
き
事
も
忘
ら
れ
て
秋
の
心
ぞ
月
に
晴
れ
行
く

　
同
二
＋
慶
賀

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
同

蓬
原
の
地
颪
わ
ざ
C
げ
・
れ
ば
寸
」
・
・
世
に
君
が
御
代
ぞ
さ
か
ゆ
く

　
新
爽
焦
不
叢
薄
、
歌

　
　
　
冬
の
歌
の
中
に
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
從
三
位
朝
棟

音
つ
れ
て
過
ぎ
ぬ
亡
き
け
ば
棋
の
や
に
叉
廻
り
來
て
ふ
る
時
薦
垂

　
同
十
四
懸
歌

　
　
　
題
し
ら
す
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
同

う
き
人
は
あ
り
し
其
夜
を
限
ぐ
」
や
思
ひ
定
め
ん
お
き
わ
か
れ
け
む

　
臼
凹
車
－
幽
ハ
雑
歌
L
山
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
同

あ
す
し
ら
ぬ
老
の
命
に
く
ら
ぶ
れ
ば
花
は
頼
の
あ
る
日
か
ず
か
な

　
同
＋
入
雑
歌
下

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
同

い
つ
迄
ミ
思
へ
㎞
μ
・
身
を
も
歎
か
れ
め
何
ミ
鈍
り
お
い
を
知
る
ら
む

　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
　
四
　
號
　
　
　
　
一
　
一
一
一
　
（
山
ハ
山
ハ
而
閏
）

　
　
外
富
御
北
御
門
歌
含
七
十
三
番
憩
瓢

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
朝
　
　
糠

　
あ
め
の
下
ま
も
ろ
馨
ひ
も
紳
風
の
お
さ
ま
れ
ろ
世
の
悪
に
そ
・
し
る

　
　
建
武
元
年
朝
棟
亭
歌
會

　
　
　
　
名
所
月
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
彌
適
度
會
榊
主
朝
棟

　
月
影
や
古
に
・
し
秋
を
移
ず
ら
ん
二
代
も
同
じ
五
＋
鈴
河
上

　
　
鳳
雅
集
十
九
紳
砥

　
　
　
　
豊
受
太
憩
宮
に
て
立
春
の
日
よ
め
る
　
　
　
　
度
會
家
行

　
小
㈱
井
を
け
ふ
馳
償
水
に
汲
秘
め
て
饗
手
向
く
ろ
春
ぽ
吾
、
に
け
凹

　
　
新
葉
集
九
紳
淋
祇
歌

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
從
三
位
家
行

　
紳
垣
一
の
三
室
…
の
榊
さ
・
し
そ
へ
て
さ
・
み
を
建
吾
心
μ
ビ
猫
い
0
1
’
る
哉

　
　
外
富
北
御
門
歌
合
七
十
四
番
紳
祇

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
家
　
　
行

　
天
て
ら
ず
み
か
け
や
吏
に
テ
か
ふ
ら
む
心
の
み
つ
の
す
む
・
ト
ま
か
ぜ
て

　　

@　

@
六
・
家
行
長
官
ご
北
畠
親
房
公
及

　
　
　
　
　
　
　
摺
恵
観
こ
の
關
係

∴
村
松
家
行
は
、
伊
勢
の
憩
官
申
に
あ
り
て
最
も
傑
轡
せ

る
一
人
な
り
Q
彼
が
著
し
し
『
類
聚
愛
心
本
源
』
十
五
悠
ご



『
瑚
漣
集
』
二
巻
ご
は
、
度
＾
曾
帥
溢
に
於
け
る
至
高
至
貴
の

経
典
な
り
。
其
の
學
説
批
判
は
姑
く
他
臼
に
譲
り
て
、
薙

に
多
く
論
及
せ
ざ
る
も
誠
に
本
書
の
引
用
謡
歌
を
譜
書
す

る
に
、
紳
、
儒
、
佛
を
習
合
大
成
せ
る
も
の
に
し
て
、
而

も
儒
、
佛
の
色
彩
に
富
め
る
が
如
し
。
特
に
其
の
第
一
懇

、
天
地
開
關
語
中
、
周
灘
漢
が
『
走
書
』
の
太
極
説
を
引
け

る
に
よ
れ
ば
、
宋
儒
の
説
は
此
の
時
既
に
度
會
神
性
に
習

合
せ
る
を
知
る
べ
し
Q
蕪
に
発
て
研
究
を
要
す
る
一
問
題

は
、
家
事
の
喪
亡
傳
統
な
り
。
當
時
叡
山
の
學
儒
玄
慧
鞍

瓦
蠣
騰
か
畿
囎
が
後
醍
醐
天
皇
の
侍
護
こ
し
て
宮

中
に
宋
の
新
註
を
講
せ
る
は
隠
れ
な
き
事
實
に
し
て
、
宋

學
は
將
に
天
下
を
風
靡
せ
ん
こ
せ
る
の
際
な
れ
ば
、
直
行

の
如
き
も
亦
此
の
潮
流
に
檸
さ
せ
る
一
人
な
る
べ
し
。
又

此
の
頃
、
同
じ
く
叡
山
の
論
難
に
し
て
、
紳
溢
家
π
り
し

慈
遍
の
山
田
に
上
れ
る
あ
り
。
獣
行
ご
慈
遍
こ
の
間
に
思

想
上
及
學
問
上
の
交
渉
あ
り
し
を
想
像
す
る
は
、
干
し
も

不
條
理
の
事
に
非
ざ
る
べ
し
◎
是
に
よ
り
て
之
を
観
れ
ば

　
　
　
第
二
巷
　
　
叢
　
設
　
　
南
甥
の
隠
れ
六
る
勤
王
家

家
行
が
思
想
の
源
泉
も
亦
推
測
に
難
か
ら
ざ
る
な
り
。

　
盛
行
ご
略
ぽ
同
時
代
に
慌
て
、
当
行
の
二
道
ご
頗
る
類

似
の
紳
蓮
を
唱
逃
せ
る
も
の
を
凸
北
畠
親
房
こ
す
。
家
行

の
『
紳
懸
簡
要
』
に
は
、
文
保
元
年
八
月
の
自
蹟
め
り
、
又
『

類
聚
非
議
本
源
』
に
は
、
元
鷹
二
年
初
寒
中
句
の
自
序
あ
り

『
瑚
漣
集
』
に
至
て
は
撰
蓮
の
年
代
明
な
ら
す
ゼ
雄
、
恐
く

は
『
紳
祇
本
源
』
の
成
り
諮
る
元
懸
以
前
に
し
て
、
『
紳
砥
本

．
源
』
は
『
瑚
漣
集
』
を
彊
大
敷
演
せ
る
も
の
な
る
べ
し
り
然

る
に
親
房
の
憩
溢
説
を
大
成
し
元
る
『
元
々
集
』
第
七
巻
外

宮
遷
座
篇
に
は
、
『
謹
書
鼻
灘
要
道
』
ご
標
し
て
『
紳
祇

本
源
』
の
文
を
援
け
り
。
『
元
々
集
』
の
著
作
年
代
は
明
な

ら
ざ
る
も
、
其
の
『
紳
祇
本
源
』
以
後
の
も
の
陰
る
事
は
、

是
に
よ
り
て
朋
か
な
り
。
猶
『
紳
祇
本
源
』
づ
兀
々
集
』
の
二

書
を
煮
て
其
の
内
容
編
次
を
点
際
し
來
る
時
は
、
四
書
闇

に
著
し
き
類
似
の
黙
を
磯
見
す
べ
し
。
弦
に
於
て
有
名
な

る
親
房
公
の
臓
器
説
は
、
全
く
家
業
の
紳
溢
乳
を
観
述
し

踏
襲
し
セ
る
も
の
た
る
こ
ご
を
知
る
な
り
。
彼
の
『
紳
皇

　
　
　
　
　
　
　
　
麓
叩
四
號
　
　
　
一
　
一
一
二
　
（
六
六
五
）



第
二
曙
　
　
恥
最
　
説
　
　
南
朝
の
謄
れ
れ
る
勤
王
家

正
統
記
』
に
現
は
れ
た
る
紳
蓮
説
の
如
き
も
、
共
の
出
登

点
を
度
會
棘
道
に
求
め
π
る
こ
ご
勿
論
な
り
○
戴
に
至
っ

て
吾
入
は
更
に
一
歩
を
進
め
て
、
千
古
の
偉
人
親
房
公
の

…勤

､
論
は
、
早
く
度
一
門
溢
に
依
て
其
の
根
砥
に
培
は
れ

だ
る
こ
ご
を
信
せ
ん
こ
す
。
ム
富
鉱
祇
本
源
』
第
一
窓
の
奥

書
を
見
る
に
、

　
類
聚
瀞
砥
本
源

　
　
奏
端
本
三
二
未
勾
「
所
々
略
之
、

　
　
後
宇
多
院
御
代
以
瓢
中
御
門
中
納
言
之
奉
書
一
興
レ
仰
二
祭
主
隆
實
卿
一

　
　
被
レ
召
レ
之
、
先
県
御
代
以
二
六
條
中
納
言
一
被
レ
召
レ
之
，
価
勾
當
内
侍

　
　
以
二
假
字
御
敏
書
一
叡
感
之
趣
被
二
仰
下
一
、
六
條
施
行
、

ご
あ
り
て
、
本
書
は
早
く
後
宇
多
、
花
園
二
帝
の
叡
覧
に

入
り
、
殊
に
花
園
天
皇
よ
り
は
女
房
塞
書
を
以
て
叡
戚
の

聖
旨
を
さ
へ
傳
へ
給
へ
る
光
榮
あ
る
流
作
な
り
け
れ
ば
、

親
房
公
も
在
京
の
頃
、
夙
く
寓
目
の
機
會
卒
得
ら
れ
し
か

而
も
其
の
第
十
四
憲
は
秘
組
中
の
秘
憲
こ
し
て
未
だ
奏
覧

に
も
及
ば
ざ
り
し
を
、
親
房
公
が
伊
勢
に
在
り
し
頃
、
親

し
く
富
盛
長
官
よ
り
借
覧
謄
爲
せ
り
ご
云
ふ
。
此
の
事
は

笈
〃
四
囲
　
　
　
一
　
一
㎞
四
　
　
（
六
山
ハ
山
ハ
）

『
紳
舐
本
源
』
第
十
四
憲
の
奥
書
に
、

　
　
一
覧
　
了
　
　
　
　
一
品
　
　
　
剣
　
私
記
北
田
下
殿

　
　
二
障
佐
二
北
畠
一
品
入
道
含
量
召
一
借
逡
之
慮
，
御
書
寓
可
レ
黙
二
逡
疲

　
　
磐
窺
御
本
一
之
由
纏
二
軸
下
｝
之
間
、
披
見
ノ
塵
．
被
レ
二
二
此
奥
書
一
畢
、

　
　
彼
詞
云
、

　
　
丁
丑
秋
九
月
於
二
勢
州
田
翁
一
以
二
三
富
ヌ
禰
立
家
行
紳
主
本
一
手
嵩
書

　
　
之
一
、
此
砂
十
覧
巻
先
以
｛
易
二
畢
於
當
管
一
者
、
一
国
二
秘
中
秘
一
、
爲
二
測
巻

　
　
塞
覧
之
畦
猫
留
レ
之
、
滴
纒
二
廻
當
國
｝
之
、
爲
二
製
罐
一
三
二
見
｝
之

　
　
由
所
二
相
談
一
也
、
因
密
輿
薮
蔭
、
更
不
レ
可
二
他
見
一
覧
ズ
云
、

　
　
貞
和
四
年
戌
子
十
二
月
十
日
書
・
罵
畢

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
懐
禰
宜
度
會
榊
≠
．
實
根
五
十
二

　
　
　
校
　
鮎
　
了

ご
あ
る
に
著
し
。
文
中
『
彼
詞
云
』
ご
標
せ
る
も
の
、
親
房

公
の
筆
な
る
べ
し
○
其
の
丁
丑
は
正
に
延
元
二
年
に
し
て

、
公
は
此
の
前
年
よ
b
伊
勢
に
在
b
し
か
ば
、
『
於
二
勢
州

宿
舘
こ
云
々
こ
も
記
さ
れ
し
な
り
○
遅
々
公
蹴
後
狛
六
書

を
延
し
た
る
麿
會
實
相
の
名
は
、
現
存
『
両
君
儀
式
帳
』
の

鼠
書
に
も
児
ぬ
た
り
、
此
の
人
榊
籍
の
保
存
に
與
て
カ
あ

b
し
が
如
し
ご
雄
、
事
跡
煙
滅
現
代
に
傳
ら
す
o



　
兆
畠
親
房
公
ご
家
行
長
官
こ
の
關
係
以
外
叢
に
猫
注
意

す
べ
き
は
、
儒
論
議
こ
の
關
係
是
な
り
◎
『
瑚
漣
集
』
の
奥

書
に
曰
く
、

　
干
時

　
　
漿
二
饗
月
三
暴
諸
職
三
二

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
恵
槻
云
々

　
　
同
三
十
三
年
鑑
出
月
十
七
日
於
一
一
志
州
答
志
学
伊
玉
垂
戸
上
村
花
表
亭

　
　
　
　
　
　
　
タ

　
　
一
，
以
・
素
立
為
蕪
喜
住
・
禦
・
爲
・
末
代
勲
璽
所
・
令

　
　
二
書
寓
一
也
，
水
來
雪
一
悪
筆
一
、
零
歳
福
二
老
眼
一
，
筆
跡
狼
零
話
．
見

　
　
之
輝
千
早
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
“

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
執
葦
斡
彌
逡
画
意
雄
年
七
十
九
歳

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
以
上
巻
奥
書
）

　
　
丁
丑
之
歳
九
月
下
・
旬
，
於
二
勢
州
血
症
一
、
以
二
外
堂
癩
笠
家
行
榊
議
論

　
　
筆
草
本
一
書
二
寓
三
一
、
彼
本
五
巻
也
、
今
分
爲
二
天
地
両
巻
一
茸
、

　
　
閲
覆
之
歳
灘
月
下
旬
，
於
＝
瀦
頂
寺
阿
彌
陀
院
一
隅
二
申
院
薩
醇
動
労
筆

　
　
御
ホ
一
書
一
　
寓
之
一
、
彼
い
爲
二
欝
物
一
、
而
上
下
自
界
在
レ
之
、
侠
レ
頓
二

　
　
知
覧
一
、
今
日
姻
レ
是
夷
、

　
矛
時
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ち

　
　
弘
和
第
三
之
暦
仰
呂
↑
旬
之
候
終
功
畢
、
此
書
捨
こ
和
州
字
多
W
…
閑
適
灌

　
　
頂
弄
鯖
彌
陀
院
巌
祐
窟
師
ポ
一
書
二
寓
之
一
，
不
レ
可
レ
及
二
他
見
一
者
也
．

43姫

ｲ
懸
　
　
叢
　
読
　
　
南
朝
の
隠
れ
索
ろ
勤
王
家

　
干
降

　
　
慮
永
第
二
之
暦
仲
呂
初
七
之
天
．
勢
州
弘
疋
専
業
鼻
、
院
之
閑
窓
欝
二
罵

　
　
上
下
両
巻
之
秘
典
一
、
奉
レ
賞
二
内
外
二
富
之
挨
樂
一
爽
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
桑
門
懇
親

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
以
上
下
智
奥
書
）

悪
槻
の
住
せ
し
弘
正
寺
議
難
は
、
度
會
郡
楠
灘
騒
村

に
在
り
。
『
楠
部
離
記
煽
に
よ
れ
ば
光
孝
天
皇
第
こ
の
稟
子

器
迦
単
寧
面
食
室
の
開
基
に
し
て
、
興
正
菩
薩
之
を

中
興
し
、
伽
藍
を
修
螢
す
○
後
宇
治
轍
に
撰
亡
し
、
旦
九

鬼
氏
の
爲
に
寺
領
三
拾
石
の
地
を
も
侵
掠
せ
ら
れ
、
大
に

衰
頽
に
照
り
し
が
、
猫
近
世
迄
存
在
し
居
た
り
へ
其
の
中
興

開
山
を
興
正
警
薩
に
悪
く
る
が
如
き
は
、
固
よ
り
研
究
の

鯨
地
あ
る
べ
し
ご
錐
、
既
に
『
内
宮
年
中
行
事
』
六
月
十
五

R
蟄
海
月
事
の
條
に
は
、
『
斜
向
次
第
云
々
河
原
添
・
経
於
、
二

船
橋
辻
一
在
二
月
讃
宮
之
下
馬
一
於
二
弘
正
寺
巽
【
在
二
所
，
御

説
下
馬
一
』
こ
も
見
ね
た
り
。
辣
に
『
氏
纏
引
付
』
康
正
二
年

二
月
の
條
に
、
　
　
　
　
　
▼

　
　
一
白
聾
八
追
納
冨
帥
主

第
四
唖
姻
　
　
　
一
　
一
五
　
　
（
六
山
ハ
七
）



第
二
懸
　
　
叢
　
読
　
　
満
朝
の
謄
れ
ぬ
ろ
勤
黒
家

注
進
可
早
任
大
脚
宮
御
質
蒜
所
宇
治
郷
弘
正
寺
口
撚
目
旨
安
宣
、
鞍
湘

御
成
敗
恋
・
始
公
武
、
以
講
馬
射
憾
…
合
力
、
被
建
立
本
算
大
臼
堂
子
細
嘉
事

副
進
　
写
影
等
爵
安
、

右
、
垂
垂
去
永
享
重
安
及
雨
龍
炎
上
之
事
、
目
安
之
蒲
具
也
、
笈
鱗
被

定
置
添
太
淋
宮
長
H
之
御
所
鵬
所
、
轟
天
下
御
所
薦
忠
勤
在
析
也
．
敏

爲
舞
紳
之
御
醗
薦
之
上
者
、
臓
瀞
宮
副
訴
之
解
状
、
可
串
蓬
寺
儒
雛
朝

隷
之
愁
訴
之
由
所
望
之
縢
、
非
無
理
詔
、
且
亦
爲
憶
意
願
望
之
題
目
殿

之
問
面
繋
揮
留
、
渡
進
脚
此
、
鹸
．
悲
劇
獅
成
敗
、
以
都
蹄
之
合
力
、
一

大
β
主
骨
立
者
、
天
下
御
所
縛
轡
事
如
之
、
傍
淫
遙
傭
件
、
以
解
、

康
正
二
年
貢
＋
冒
大
内
人
受
六
趣
荒
木
講
麦
縫
上
研

物
宜
正
四
位
下
荘
木
田
紳
圭
滴
久

從
四
位
下

翼
五
位
下

從
五
位
上

寄守守管守永纏角正
則ft甥秀喜量興経棟

第

四
t1・1臼

ンノ馬

一
　
」
山
ハ
　
（
六
六
八
）

　
　
目
安

　
　
伊
勢
太
榊
宮
御
所
蒋
桝
弘
、
此
寺
住
聡
等
串
、

　
　
　
欲
早
鞍
成
上
十
黄
漣
署
郷
解
状
　
属
隷
公
武
、
遍
以
　
労
貴
賎
舎
力

　
　
　
叢
話
立
大
駐
堂
下
造
極
大
震
怒
、
令
安
置
予
本
堂
．
彌
抽
法
瞭
糖
誠

　
　
　
、
働
天
下
五
玉
溢
念
争
細
事
，

　
　
右
、
常
穿
弘
認
寺
者
、
爲
南
都
西
大
毒
末
弾
、
弘
死
菩
薩
建
立
鰻
跡
、
恭
依

　
　
嚇
倣
㌣
践
太
胃
癌
囲
御
所
醐
離
所
し
往
出
目
澱
來
、
轟
Y
T
滞
在
析
・
也
，
彊
去
・
承
宣
†
六

　
　
年
＋
月
震
六
H
、
挙
挙
単
二
年
＋
一
．
見
八
目
、
及
岡
度
天
火
降
來
、
蒲
寺

　
　
内
房
令
炎
上
蝶
、
難
石
盤
爲
大
儀
、
榛
梁
造
立
予
今
立
及
其
企
、
寺
跡

　
　
言
成
器
鳥
獣
栖
之
條
、
醤
真
跡
翫
至
占
地
、
適
確
形
造
躰
之
本
欝
罵
蛉

　
　
暖
傍
覆
堂
、
奮
襲
、
宜
冥
慮
嘉
次
覆
・
所
難
轟
鶴

　
　
所
所
之
上
者
、
以
來
騨
宮
脚
合
力
之
解
欺
、
箏
訴
億
等
不
申
難
朝
暮
之

　
　
愁
訴
哉
、
然
早
綾
進
連
讐
御
解
駿
，
以
御
成
敗
之
旨
、
申
請
都
鄙
之
郷

　
　
助
成
、
大
日
堂
蓬
造
立
者
、
天
下
灘
李
御
所
薦
所
、
彌
爲
奉
抽
法
味
丹

　
　
誠
、
寺
艀
等
目
安
謹
言
、

　
　
　
　
衆
正
二
年
ご
月
四
日

ご
記
し
、
猶
同
年
八
月
七
凹
付
勘
進
力
を
以
て
弘
正
寺
修

理
の
事
を
途
行
す
べ
き
由
の
論
旨
其
他
を
載
せ
π
る
に
よ

り
て
見
れ
ば
、
弘
正
寺
な
る
も
の
が
少
く
も
永
享
六
年
以

前
に
於
て
存
在
せ
る
事
は
．
寸
毫
の
疑
を
容
れ
ざ
る
穴
。
り



而
し
て
彼
の
恵
親
上
人
が
『
瑚
漣
集
b
を
謄
寓
し
π
る
慮
永

二
年
は
夫
よ
り
三
十
九
年
の
前
な
れ
ば
、
當
時
弘
正
寺
の

存
在
し
て
恵
観
の
是
に
住
持
睡
り
し
は
、
因
よ
り
疑
な
き

事
な
り
こ
す
。
共
の
下
窓
に
於
け
る
丁
韮
の
奥
書
は
親
房

公
の
筆
に
し
て
、
正
に
延
元
二
年
な
る
べ
き
こ
．
こ
、
『
憩
紙
・

本
源
』
の
條
下
に
云
ふ
研
の
如
し
Q
叉
嚴
佑
律
師
が
灌
頂

寺
阿
彌
陀
院
に
於
て
親
房
公
自
著
の
本
を
再
寓
せ
る
闘
茂

之
歳
は
、
次
の
弘
和
三
年
の
奥
書
に
よ
り
て
、
同
二
年
壬

戌
の
年
な
り
し
ご
推
定
す
べ
t
、
灌
頂
寺
は
、
大
和
國
宇

陀
郡
伊
那
佐
村
大
字
芸
西
に
其
の
屡
趾
を
存
す
。
其
の
草

創
年
代
を
詳
に
せ
す
ご
雌
も
『
北
畠
准
后
傳
』
に
、

　
　
京
都
丈
和
三
年
南
朝
三
竿
九
年
塞
々
、
中
院
一
品
准
后
親
房
晒
者
　
閑

　
　
居
和
州
宇
陀
郡
輻
西
荘
立
項
券
阿
彌
陀
院
、
而
九
月
＋
五
日
麗
、

ご
記
し
、
竹
国
財
齋
の
『
南
朝
編
年
紀
賂
』
に
之
を
援
け
り

『
准
后
傳
』
の
・
更
的
…
慣
値
に
就
て
は
、
勿
論
大
に
研
究
の
鯨

地
あ
り
、
從
て
親
房
公
の
灌
頂
隈
笹
去
説
の
如
き
容
易
く

信
を
置
き
難
し
ご
錐
、
此
の
『
准
后
傳
』
の
記
事
を
前
書
『
瑚

　
　
　
第
ご
巻
　
　
叢
　
説
　
　
南
山
の
際
れ
六
る
勤
王
家

漣
集
』
奥
書
ご
封
比
し
來
る
時
は
、
灌
頂
寺
ご
北
畠
民
こ

の
間
關
係
の
最
も
重
要
な
る
も
の
あ
り
し
を
想
像
す
べ
く

或
る
時
代
に
於
て
親
房
公
の
灌
頂
寺
に
閑
居
せ
し
事
を
も

亦
有
勝
の
事
ご
思
は
る
、
な
り
。
さ
て
親
房
公
が
延
元
二

年
伊
勢
に
在
り
し
頃
、
売
行
置
旧
の
自
筆
本
を
借
乾
し
、

後
年
宇
陀
の
灌
頂
寺
に
閑
居
中
．
圃
寺
の
住
持
滞
り
し
嚴

紡
律
師
が
親
房
公
の
本
に
依
り
て
再
労
せ
る
「
瑚
吐
乳
」
は
．

樽
々
し
て
楠
部
弘
正
酷
な
る
恵
観
上
入
の
机
上
に
も
致
さ

れ
だ
乃
が
、
翻
り
上
人
こ
そ
は
延
元
々
年
忌
醍
醐
天
皇
吉

野
巡
幸
の
當
時
　
親
房
公
の
命
を
奉
じ
て
南
朝
の
爲
に
大

勝
金
剛
法
を
修
せ
る
光
明
寺
僧
悪
弊
、
共
の
人
な
る
べ
し

購
ひ
黎
謬
堰
雛
爾
礪
寺
晃
明
童
謡
量
所
載
、
元

癒
元
年
±
万
下
書
の
強
調
繊
に
，
『
練
行
於
課
題
灘
法
之

両
宗
』
ご
云
へ
ば
、
業
の
灘
霧
勲
修
の
事
は
朋
な
れ
ご
・

一
代
の
事
歴
は
詳
な
ら
す
○
而
も
大
勝
金
剛
は
最
も
秘
佛

ご
繕
せ
ら
れ
、
其
0
3
修
法
は
軍
陣
、
敬
愛
、
怨
家
に
向
て

行
は
れ
、
密
敷
の
申
に
あ
り
て
も
重
要
な
る
も
の
な
り
ご

　
　
　
　
　
　
　
蟹
瀞
　
㎞
幽
　
號
　
　
　
　
一
　
　
七
　
　
（
｛
ハ
志
ハ
九
）



　
　
　
第
二
藩
　
　
叢
　
設
　
　
南
朝
の
隠
れ
六
ろ
勤
王
三

斜
へ
ば
、
此
の
秘
法
修
行
を
托
せ
ら
れ
た
る
上
人
は
親
房

公
の
最
も
信
任
せ
る
僧
侶
な
ら
ざ
る
べ
か
ら
す
。
尤
も
親

房
公
ご
上
人
こ
の
直
接
關
係
が
皮
下
の
上
に
現
る
、
は
此

の
修
法
一
件
に
過
ぎ
す
ご
難
、
光
朝
寺
は
人
も
知
る
動
く

當
櫓
脚
都
に
於
け
る
大
寺
に
し
て
、
宗
敷
面
に
も
蔵
経
偏

窟
に
も
一
大
威
嚇
を
有
し
、
延
元
三
年
義
良
親
王
奥
州
下

向
軍
の
軍
司
黒
部
罷
る
槻
あ
り
し
こ
ご
も
あ
れ
ば
、
當
時

此
の
寺
の
住
職
た
り
し
上
人
ご
親
房
公
こ
の
關
係
も
、
推

察
に
難
か
ら
ざ
る
な
り
○
猫
余
は
彼
の
瑚
漣
集
の
奥
書
に

よ
り
て
、
此
の
二
人
者
が
家
行
長
官
を
逼
じ
て
、
精
神
的

に
も
断
る
べ
か
ら
ざ
る
密
接
の
關
係
を
冷
せ
る
こ
ご
を
信

せ
ん
こ
す
○
要
す
る
に
悪
槻
は
延
元
の
頃
光
朋
寺
に
住
し

晩
年
楠
部
弘
正
寺
に
移
れ
る
も
の
な
る
べ
し
。
配
置
の
被

年
世
壽
共
に
朋
な
ら
す
。

　
　
　
　
七
、
結
　
　
語

　
檜
垣
詳
説
．
兀
弘
の
獲
に
惹
起
し
て
勤
王
の
首
唱
を
平
し

、
よ
り
、
宮
後
朝
棟
、
村
松
家
宥
手
縫
で
南
蕪
の
中
置
ご

　
　
　
　
　
　
　
第
　
閃
…
輪
瓢
　
　
　
一
　
一
”
ハ
　
　
（
六
七
〇
）

な
り
、
古
意
の
千
朝
泰
、
五
行
の
子
盛
行
及
び
携
行
頼
、

良
樹
の
青
照
省
以
下
朝
長
、
行
長
、
朝
通
等
、
何
れ
も
志

を
南
朝
に
寄
せ
し
が
、
正
季
四
年
翻
鴇
家
行
長
官
事
を

以
て
職
を
宣
れ
、
後
五
年
前
経
て
蘇
南
朝
の
柱
石
親

房
公
も
亮
じ
ぬ
。
此
の
後
此
一
派
の
南
朝
窯
の
浦
息
は
杏

こ
し
て
聞
く
べ
か
ら
す
ご
雄
、
親
房
公
が
心
血
を
傾
注
せ

る
コ
紳
皇
正
統
多
士
部
は
永
く
天
地
の
聞
に
遽
存
し
，
共

の
圭
．
義
理
想
は
五
百
年
後
に
實
現
せ
ら
れ
て
、
光
影
あ
る

露
宿
維
新
の
大
業
を
成
就
す
る
に
至
れ
り
）
常
昌
長
官
及

信
慈
遍
等
に
よ
り
て
培
養
せ
ら
れ
、
家
行
長
官
に
よ
り
て

大
成
せ
ら
れ
た
る
度
曾
憩
蓮
は
、
弦
に
於
て
一
大
成
果
を

肢
に
め
る
も
の
こ
ム
ふ
べ
し
∪
掬
も
親
房
公
の
思
想
が
度

會
憩
道
に
負
ふ
所
の
大
な
る
は
、
夙
に
識
者
の
認
識
す
る

庭
な
り
。
若
し
常
畠
、
家
行
二
神
主
等
も
無
く
。
度
會
紳
道

の
出
現
も
な
か
り
し
な
ら
ん
に
は
、
『
帥
皇
正
統
記
』
『
元
々

集
』
の
如
き
著
述
が
現
存
の
形
を
以
て
現
れ
ざ
り
し
ゃ
も

知
る
べ
か
ら
す
。
而
か
も
『
類
聚
紳
紙
本
源
』
ご
『
瑚
漣
集
鵜



ご
に
て
は
、
維
新
の
原
動
力
π
る
に
は
欝
頗
る
薄
弱
な
る

を
免
れ
す
。
會
々
此
の
二
書
が
一
代
の
・
偉
人
親
房
公
の
目

に
駈
れ
、
其
思
想
ご
融
合
す
る
に
至
て
、
初
め
て
絶
大
の
威

三
三
三
三
す
る
に
至
れ
る
な
り
Q
故
に
親
房
公
の
偉
大
な

る
こ
ご
を
説
て
、
其
の
思
想
の
源
泉
冠
り
し
六
十
氏
の
人

々
に
及
ば
ざ
る
は
未
だ
完
か
ら
す
常
昌
、
家
計
諸
憩
主
の

紳
道
を
論
じ
て
．
之
が
活
用
者
な
り
し
親
房
公
に
及
ば
ざ

る
も
三
三
せ
り
ご
云
ふ
べ
か
ら
す
。
之
を
書
へ
ん
に
、
度

會
紳
道
は
汽
車
な
り
、
親
房
公
は
其
の
機
關
車
を
運
轄
し

て
、
列
車
を
二
三
せ
し
む
べ
き
水
ご
石
炭
ご
也
Q
此
の
両

者
の
三
三
は
固
よ
り
分
離
す
る
を
許
さ
や
る
も
の
こ
す
。

森
墾
晟
・
繧
森
彦
氏
の
屋
魯
昌
勤
王
光
勲
燃
轟

　
し

　
脚
に
刺
撃
ぜ
ら
る
、
所
多
し
。
転
筆
に
徳
み
謹
で
敬
意
を
表
す
。
（
大
正
六

　
ロ
ヨ

　
年
三
月
十
四
［
日
）

　
（
墾
考
）
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目
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大
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第
二
巻
　
　
業
嚇
　
説
　
　
南
朝
の
隠
れ
れ
ろ
勤
王
家

「
春
彦
：
…
…
常
行
囎
垣
ζ
踊
一
朝
ゴ
．
禰
宜

嬢
垣
長
官

貞
陶
－

　
　
　
論
…
鷲
一
長
山
冨
　
　
　
墾
田
鵬
宜

一
藩
　
「
顛
範
囲
蛋
蔭

　
　
　
長
官
　
　
　
　
長
官

…
常
．
騨
名
豊
戯
艶
織
宜
．

　
　
掻
官

相
碕
贋
一
昌
尚
七
三
宝

一
章
術

卜
部
七
三
抄

　
　
　
長
上
瀞
祇
偵
　
　
　
赫
砥
伯
長
上

○
國
子
大
連
…
兼
延

　
三
思
　
　
　
i

｛
－
兼
岡
瀞
舐
大
副

乱　　
　
舳
明
舐
大
副
右
上
　
　
紳
舐
大
副
長
上

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
楽
調
少
副
長
上

一
兼
茂
　
　
「
鰭
從
四
下
右
京
無
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編
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く
が
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一
餓
好
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憎
憎
雛
油
名

鱈
溜
四
號
　
　
　
一
二
〇
　
　
（
六
七
二
）

書

信

仁
清
嶢
及
び
鍋
島
焼
に
就
て

の
疑
問

交
學
範
士
口
澤
、
盤
我
則

　
近
來
陶
磁
器
の
歴
史
な
ご
に
卜
す
る
專
門
の
研
究
が
、

そ
こ
こ
、
の
甜
雑
誌
に
見
ぬ
る
や
う
に
な
っ
た
が
、
遠
州
侯

小
堀
政
一
の
寛
永
の
手
鑑
を
初
こ
し
て
、
一
一
に
版
に
な

っ
た
萬
寳
全
書
の
陶
器
の
部
、
降
っ
て
は
金
森
三
水
の
本

朝
陶
器
致
諏
等
．
古
い
著
述
は
皆
抹
茶
事
に
閥
聯
し
た
も

の
ば
か
り
で
、
白
然
そ
り
記
事
ぱ
偏
し
て
み
る
が
、
實
際

日
本
陶
磁
器
は
抹
茶
に
よ
っ
て
七
十
し
た
こ
い
っ
て
も
よ

い
程
に
、
抹
茶
事
に
負
ふ
所
が
多
い
の
で
あ
る
、

　
我
が
邦
の
右
回
で
後
ま
で
績
い
て
る
る
も
の
、
中
、
圭

な
も
の
は
伊
賀
、
信
樂
、
唐
津
、
備
前
、
瀬
戸
で
あ
る
、


